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LafcadioHearnのｉｌｌ１道観
先川lIlル郎
Ｉは［。L'）に
１１ハーン米11前後の'１|ﾘｎ
ｌｌｌハーソの神道脱
(1)神jiiとの出会い
（２）ネ|ﾘiiの特性
（３）ｉ１ＩｉｉＭｌ念
（４）ネIIjiilll1論のh４ｌ１ｌ１
１Ｖおわりに
はじめに
［1木の原始宗教は先史ｲﾂﾞ史以前１１１１:代に成立し，純文時代までつづき，この時
代にはアニミズ｣､，｜:1然娯拝，ネ'１識娯ｲﾄﾞ，シャーイニズノ､等の諸観念が行なわれ
ていた。リＭｉ時代（#il元iiMl止紀ごろ）に，大|l+ｉから１１水にイネづくりが伝わ
り，ｌｌ４ｌ＃は人々を二|地に定濡させ，二|:地所ｲ丁の１W念の象ならず，？;《の分配や階
級制庇を生糸だしたのである。そして，農ljlは瓜や耐や剣ill,(といったようなlf1
然現象などに左右されることが多いので，忍iil心を必要とするために人''１１のﾈｶﾞ
神のiillli1liや生活ｌｎｌ－ｔのために大きく役立ったのである。その-1:，腱！）|｣|ｺﾞ,Iiはそ
の土地のもっている41：派ﾉﾉに鰯いたりするｈｌｉｊｌＬとして，’８１然のもっている神{Ｚ
的なﾉﾉや不可思議な力に対して恐I1iの念を深めていき，Ⅲ1族関係が親密になり，
そこに１１１先の霊というものをあがめるようにたり，やがて，桁霊が神としての
資Ｉｈをもつようにたり，そこに衆教というものが発進したのである。
このようにして，ｌｌｉｉ姑宗教はイネづくりのための農|外儀礼として，大きな発
展をbuiし，その｢'１心をなすものはﾄﾞI1i鑑信仰であり，そのＷｉ躯（死者の魂）がし
だいに人格化さ;)Lてれ'Iになり，ネリ１１に対する祭儀がおこってきたのである。この
時代において，原始巾'1〕iiは成立し，３世紀後〕|【の古墳時代にひきつがれ，祥と
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秋の定時，臨時の祭りを'''心として発展した。１１｢代|]本人は'二I然や』'１物や械物
に対して，iii約Iiで純粋な気持をもって親愛のｌＩＩｊを感じ，そこに神というものの
存７１;を見いだしたのである。その１１１１を大きく分けてみると，｜:1然巾|Iと人'''１神で
あり，iiil者は火・カミナリ・風．/,'１:．木・111.川・海・大地・水・イ丁等の|‘1然
物ならびに〔|然､A象といったようなものに関係のあるｉ１ｌＭ(をいうのであり，後
者は英雄や祖先のような人'''1に関係のあるﾈlM(を意味し，りっぱな活躍をした
偉大な人物は巾|Ｍ(として染11｛され，＃|[先崇拝が発展したのであった。なかでも，
人lll1mlIの肢もよい|ﾂilは天li1L↓)Ｌｌ１ｉであり，天皇は|ﾘIiflk神，、A入神，現１１|'として，
人'''1であると同時にﾈlI々として染l1iされたのである。
さらに，Iijl念巾'１として，’''１象的な刀や観念を支配する観念神，例えば，「む
すび」「イサナギノミコト」「イサナミノミコト」なども染拝されたのである。
このｌｌｌｆ代においては，ｉｌｌＩｉｌ:の起lIliiがあり，ｉ''１〕iiの主体である巾11祉神〕ii[が成立し，
〕!｢代1,1家の形ＩｊｌＣにともなって，犬!;鰍の宗教はlIil家的なものとなり，皇室巾ｌＩｊｉｉ
が111主}した。１１，．代からll1lUZ1LぱIこ，仏教，儒教，〕ii教などのｸﾄ来示紋が大陸よ
り伝来し，illIjiiはこれらの》j寺救との習介によって体系的な観念（),Ｍ１）をもっ
た宗教としての災休を形成したのである。そして，「神道」というiWiも８世紀
に綱纂された『１１本書紀』の｢'１に初めてあらわれ，）Ｉ１Ｕｌ天皇（在位585～587)，
１１'１位1iii記の灸には「天!;|L，仏法を((けた左W11I〕iiを尊びたまふ｣(1)とあり，考
徳天!;！（在位6`15～654)，１１'1位前iillの条には「仏法を尊び神道を綴りたまふ」
と記され，このように仏法（仏教）との対比の１１１で「神〕h[」の語が川いられて
いたのであZ)。，ｌ１ｌｕも末jUlになると，i1flll兼(l(が度会神〕iiの影響を大きくうけ
ているiIflll神道を成立させ，それ以後，約３１U:紀にわたって神jiiを完全に支iil
したのである。近ⅡM11j:代に入ると，巾l1jiiは国家ﾈ'１〕iiのＷｌＩＩＩｉ段階となり，儒教と
習合を主体とする神儒掛合（合一）ネＩｌｊｕ[があらわれ，主流をしめるようになっ
た。１０１１:紀（幕藩体制支配の末j０１）に入ると，国学の系統の流れから木居宜長
によって荻礎が築かれた復１１｢神道があらわれ，さらに，その弟子である平'１１飾
胤は#|[先崇ｊ１:，孝道を１Ｋ祝し，天!;Lへの忠誠，つまり，天皇崇拝の絶対化（天
皇['１心主義）を三1{｝Iきし，Ｕ１１船維新のI1lij01に，’i1lIitiqlI道と皇室ﾈ'|'道がﾎIi合するこ
とによって成立した国家神jii[の思想的な中心をしめるにいたったのである。そ
れ以後，神道は約80年''１１にわたり，１１木固有の特異な民族宗教として，国民を
思想的に支配してゆくことになるのである。
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１１ハーン来日前後の神道
1889年（UlIWLl23年）２ﾉ]111]には天皇が定めた欽定憲法である帝国懸法が発
布ざれ宮''１では，鋤l哩宗の神前で，全国の神社で，奉告祭が行なわれた。そ
の告文には次のようにある。
「皇朕レ……皇Ｈ１皇宗及皇考ノ神祐ヲ祷り併セテ朕力現在及将釆二臣
民二率先シ枇態ボソliii行シテ慾ラサラムコトヲ誓う庶幾クハ神霊批レ
ヲ態ミクマニ」とあり，さらに，その28条においては，「lIillbノ権利義務」
のうちのひとつとして次のようにある：
「'１本lIilGハ安寧秩序ヲ妨ケス及臣民タルノ義務二背カサル限二於テ信
教ノ|:'''1ソイj〆」
こうして，「ｲﾊﾞ教ノ|:１１１１」は定められた。
さらに，３条には「天皇'､神聖ニシテ侵〆へカラス」とあるように「信教ノ
|÷1H1」を国家神〕iiのilijMIlにとどめて，その目１１１を|股定し，国家の，天皇との直
結した公法｣:の地位をilillかしがたいものにし，国家神道体IljIlを硴立したのであ
る。そして，翌ｲ'二の1890年（U１桁23年）１０)130日には教育勅語が発布された。
その冒頭において次のようにある。
｜朕ＩＩｌｉゾニ，我力皇祖皇宗，国ソ壁ムルコト宏遠二，徳ソ|＃|ツルコト深
厚ナリ，１１ｔ力Ili比鬼ク忠二，兎ク孝二，億兆心フーニシテ|いル<ノ笑う済
セルハ，Ｕヒレ我力lIil体ノ精華ニシテ，教育ノ淵源亦実ニ此ニイr〆」
こうして，教育勅語は天皇を中心とする国体を教育Ｃｊ/h校教育）の雑木とし，
zl「笑止，画家神jiiの教典となったのである。
さらに，教育勅語はlIiljGに対して次のようなことを命じている：
兄弟二女二，夫婦相和シ，〃1友相信シ，恭倹己ヲ持シ，
学ソ修〆，業ヲ習上，以テ智能ソ蒋発シ，徳器プ成就シ，
世務ヲ開キ，常二国憲ヲ重シ，国法二逆上……」
「父母ニ孝二，
博愛衆二及ホシ，
進テ公益ソ広〆，
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こうして，こJlLらの徳ⅡをﾉｌＡ尖に守り，ソ(残り‐ることを強|Ｍしたのである。
その」:，次のようにも命じているのである。
｢一旦緩急アレハ，洩り〕公二率シ，ｕテ犬娘無窮ノ皇述ソ扶翼スヘシ」
このことからもわかるように，天皇制１１１家のｉｌＭＭｌ：のためには，イ丁二｝$の時に{よ，
１匹11Gに命を犠牝にすることを強要したのである。つまり，｜]1家i1l1jiiの思想的教
雑は帝国懸法と教育勅ii冊によって確立されたのである。
こうして，国家巾'１〕iiの救雑があからさまにされたjWi染，天皇，皇族をまつる
宗教施設であるiqlI社が述立さ;'し，国民の'''1に天ｌＩ１洲|:の思想が汁突に広まり，
定論していったのである。1891ｲド（D1fh2`lｲ|:）には，小学校今が定められ，祝
祭ロにおける教育勅諮奉読鞭の同家神遊的な行?I「も定められ，国体の教義の11M（
庇をはかるために，漉扮教firである初等教77においては，修身ﾄﾞ}が取視された。
このlFl家神jij[体ﾙﾘを維持するi1lI宮神職は示教`ﾊﾞIji(であり，天皇の官吏でもあ
ったので犬L;1伽'１と国家i1lIjliの戚佶を保持するために，人}ｈ，救難を身につけて
いることが必要とされたのであり，その地位は188'1ｲi曵（ⅢI船17ｲ'二）のiI1仏孜猟
職の廃111によって特｛iii的な｣|n歩を確立した。1887ｲ|：（|ﾘl治20ｲ１１）にはれ'１職柵Ｉ１Ｋｌｉ
が更にあらためられ，189`lｲ|：（Ul拾29年）に{よ神'}１１可庁Tl・制，1902年（lﾘlWl35
年）２)]には宮司の([務を規定する官国幣lWMljllが公ﾌﾞｲiiされた。以上のことから
もわかるように，ハーンの米１１時は国家i1lljii体iljllの確立jUlであったのである。
｜|｜ハーンのi1lIjiiM1jI
（１）神道との出会い
1890ｲ|：（|ﾘ1齢23ｲﾄﾞ）‘lノル１１１，１１本に｣:陸しル､一ソが初めてilII道にlHl係あ
るものとして，X1jll+というものを見，その形について次のように述べている：
Ｔｌｌｅｍｉｓ（，｜ｏ[tｙｌｌｉｇ１ｌｔｏ（stel)３１ler(ｐｉｌＩＨｏ，【,】,(１１〕c[orctl1enlHl
structurewlIｉｃｌｌＩ１ｍｌｏｗｉｓｂｏｔＩ，【，１１(1t(９ａｌｌ(ｌｎｓｙｍｌ)Ｃｌ，ｉｍｌ)osil111，
ｙｅｔｉｎｎｏｍａｎｎｃｒｒｃｓｃｌＩ１１)IingtlleIHre【,tBuddllistg(ltewayscell
l)e(ore・ＡＳＩＯ】,islui】MH1y副ｍｌ)Ie8lⅡｌｌｌ(〕ｌｉｎｅｓｏ｛ｉｔａｒｅ：ｉｔｌＭｌｓ】ｌｏ
ｃ(lrvil1g，Ilocolollril1g，l1oletterillgllI)o1lit；ｙｅｔｉｔｌＭｕｓａｗｅｉｒ(I 
solenmity，ａｎｅｎｉｇｌＩＭｌｔｉｃ１)eauty・Ｉｔｉｓ（，torii.(2)
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このように，ハーソは`帥}というものは簡素な作りで，これといった１Mｹ刻，
彩色，文寸:なども施さ》)していないが，雄大且つ魅力的で，不忠誠な美しさをも
っていることを尖感したのである。
さらに，彼はシメナワなるものを凡て次のように述べている：
……asecoll(Itorii，（romwhoselowercross-beaml】ａ１１ｇ５（cstooned
tllen1ysticsl1imｅｎａｗ⑩……Ｓｏｍｅｔｉｍｅｓｔ１１ｅＳＩ１ｉｍｅｎａｗａｉｓｍａ(Ie 
o（１）rollze，wllenII1etoriiitsel（ｉｓｏ（bronze；butaccordiI1gto 
tra〔litiollitslIoul(１１〕ｅｍａ(Ｉｃｏｆｓｔｒａｗ，ａｎｄｍｏｓｔｃｏｍｍｏｌｌｌｙｉｓ.（３）
このシメナソがリラで作られていて，それが本物であることをｸ１１つた彼は神
道の象徴である`(O鵬とシメナワ，つまり，神道建築のすばらしさを実際に'二1分
の'１で確認したのである。そして，ネ|'道の本拠地である松il:を訪れ，その土地
の神〕ii的雰llll気にふ;)して節一｢|]象を次のように述べている：
Ｔｌ】ｃ（iｒｓｔｏｌｔｌ１ｃｌｌｏｉｓｅｓｏｌａＭａｔｓｕｅ（IHlycomcstoII1eslecl)ｃｒ
ｌｉｋｅｔ１１ｅｔＩ〕rol)binlqlofaslow，ｅｎｏｒｍｏｕｓｌ)ｕｌｓｅｃｘａｃｔｌｙｕｌｌ(1ｅｒｌ)is
ear・ＩｔｉｓａＨｒｅａｔ，ｓｏｆｔ，（ｌｕｌｌｂｕＨｅｔｏｆｓｏｕｎ〔１－ｌｉｋｅａｌＩｅａｒｔ１〕eat
initsregulHlriIy，iIIitsmulHeddel)ｔｈ，ｉｌｌｔｌｌｃｗａｙｉｔ（ｌｕａｋｅｓｌｌＩ〕
tllrouRIlo11c'ｓＩ)ｉｌｌｏｗｓｏａｓｔｏｂｅｆｅｌｔｒａｔｌ】ｅｒｌｌＭｌｎｌ〕car(１．１ｔｉ器
Hill11)1ｙｔ１ｕｃＩ)ｏｕｌｌｄｉｎｇｏ［ｔｈｃｌ)onderousl)csllcoＩｔｌＩｃｋｏｍｃ化ｕｋｉ，
（４） tI1ecle【,Ilerofrice,－
ＮｏｗｔｌＩｅｃｌａＩ)l)ingsmllltiI)ｌｙ,－ｍ,lltiI)Ｉｙａｔｌａｓｔｉｎｔｏ【,ｌｌａｌｍｏ;t
colutiI1uousvollcyiIlgofsｈａｒｌ〕sounds・Ｆｏｒａｌｌｔｌ〕Ｃｌ)Cl)ｕｌａｔｉｏ,】
ａｒｅｓａｌｕｔｉｌｌＲｔｌｌｃｒｉｓｉｎｇｓｕｎ,－Ｏ－Ｈｉ－Ｓａｎ，ｔｌｌｅＬａ〔lｙｏ（Fire,－
Amaterasu-oho-mi-kami，ｔｈｅＬａｄｙｏｆｔｈｅＧｒｅａｔＬｉＲｈｔ.……Ｂｕｔａｌｌ 
－(ori11tl1ismostHInti(ｌｕｅｌ)rovincco（Ｊａｌ)ａｎａｌｌＢｕ(1(ll1istsare 
SIlintOMslikcwisc-ｕｔｔｅｒｔ１】earcllaicword＆⑪（Ｓ}lilDtOI)r【ｌｙｅｒ：
"ＩＩａｒａｉｔａｎｌａｉｋｉｙｏｍｅｔａｍａｉｔｏｋａｍｉｉｍｉｔａｍａ１． ．”（５） 
彼の１着|]象記からも知られる如く，ハーンにとって，神道は[|にjLえないけれ
どもロ木の民衆そのものの''１に存在しているということが強く実感され，好奇
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心と鮪きの念をもって彼は文nll者ならぬ比衆との＊ｉｒｌ(な交流を求めたのである。
例えば，彼は拍手を打つｆｆ，米を搗く太い杵の1Vを'１１|いたり，人々がおｌ１さん
にｌｆ１って礼拝している盗W1lIjiiのお祓の文ｲﾘをIV1えているのを実際に体験した
のであった。
こうして，ハーソｌｋＩ１ＩＩｊｉｉの特質や信心深いこの土地の人為の現実の姿を'１の
iiiiに｣』て，神道というものが'1本固有の，そして，１１｢米の宗教であり，人だの
'1常生活の中に深く入りこんでいることを深く認識したのである。
なかんづく，illiiW、として初めて拝殿を許された彼が神職の本家を訓ｌした際，
次のように述べている：
Ｓｏｉｓｋｉｚｌｌｋｉｏ（Ｉｚｕｍｏｅｓｌ)eciallytlIccityo（ｔｌｌｅＧｏ(1s，all(Iits 
immemorirlItelulI)ｌｃＩ１】ccarliestI1olI1eoｌｌｌｌｃａＩ１ｃｉｅｎｔfaitll，ｔＩ】ｅ
ｇｒｅａｔｒｅｌｉｇｉｏｌｌｏ（SlliIltO.(6) 
ＮｏｗｔｏｖｉｓｉｌｋｉｚｌｌｋｉｌＭｌｓｂｅｅｎｌｎｙｌ】ｌｏＭｃｉＩｒｌｌｅｓｔａｍｌ)ilioIlsillcc
llearne(Itl1eloHc1u(ISOftllekojikicollcerl】inRit;ａｎｄｔｌｌｉｓａｍ１〕itioll
lM1sl)eenstilIllllate(（１）ｙｔｈｅ（liscoveryI1MltvcryfewEuroI)c【llls
l1avevisitc〔ｌｋＭｌｌｋｉ.（７）
こうして，ハーソにとって，神道のルーツをiMﾉｵしたということは110.代Ｉｉｉ仰の
脈Ｎｉにふれることになる。彼は神道がjiiに|]本民族の1!｢米の伝統的な(門仰であ
あの象ならず，li1l1↑にlliiWilli(〕ll1でもあり，それ故，近代に於いては，それが|Ｊ１
家や天皇とさえ深いｌｊＵ係をもつに至ったことすらlIlllli(されたのである。
そして，ハーンは１１本の;i''１力に畏怖の念を感じると同時に，民族信仰の象徴
とい､える神だの社に親近Mnをも覚えたのであった。これによって，ハーソは
この氏族のより深い家教心が彼らの中に永遠に４１Kきつづけていることをはっき
りと認識したのであった。
ところで，平１１１俊YilOこ':I脾､一ソが111裂人ｉｌ:を参)1:した意義について'１１粁
『111雲学論孜』のｉｌ１で次のように述べている：
「ヘルシは大ｉｌ:参l1iを終えて松江へ1両}る人力ilrの上で，宮司のj化厳な
顔，巫女舞，樋のような参拝者の村1手の青をAMひ１１'し，また日本蛾11｢の内
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観，神聖な祭の器具，儀式など，外国人がかって見たことのないものを見
た喜びにふけりつつ，ここに神道の本質にふれたことを感じた。従来，西
洋の神道研究者が書籍を通しての糸神道を解刈しようとしてきたのに対し，
かれは日本国民の神道的宗教生活を通してふた神道についての著作を，将
来発表しようと決意したのであった｡｣(8)
こうして，大社参拝は彼の神道研究の本格的なスタートとなったのである。
（２）神道の特性
ハーンは神道とは日本民族の宗祖と信じられている古代の神だの承たらず，
後世において神に祭られた君主・英雄・有名人もふくめて，これを崇拝する宗
教であるとして次のように述べている：
Butthetermancestorworsllil〕ｓｅｅｍｓｔｏｍｅｍｕｃｈｔｏｏｃｏｎｌｉ】,ed
forthereligionwllichPaysrevｅｒｅｎｃｅｎｏｔｏｎｌｙｔｏｔｈｏｓｅａｎｃｉｅｎｔ 
ｇodsbelievedtobetI1efathersoftheJapaneserace，ｂｕｔｌｉｋｅｗｉｓｅ 
ｔｏａｌｌｏｓｔｏｆｄｅｉ６ｅ(lsovereigns，Ilcroes，，)ｒｉｎｃｅｓａｎｄｉｌｌｕｓｔｒｉＯｕｓ 
ｎｌｅｎ．（９） 
さらに，地・水・瓜・火といういわゆる四大の神もあり，その上，国民の日
常生活におけるいろいろなものを規定しているとして次のように述べている：
MoreoverShintO，ｌｉｋｅｔｌ〕ｅｆａｉｔｈｓｏｆＨｅｌｌａｓａｎｄｏｆＲｏｍｅ，ｌ１ａＲ
ｉｔｓｄｅｉｔｉｅｓｏｆｔｈｅｅｌｅｍｅｎｔｓａｎdspecialdeitieswhopresi(Ieover 
allthevariousa((airsoflife.('0） 
このように，古代|]本人は１１１．）|｜・草・木，つまり，｜:1然神への信仰が古く
からあったことにふれているのである。
そして，子供は生まれた時から神道に馴み,幾世代もかけて,日本人はその道
徳観念を一つの特性としてうけついできているとして次のように述べている：
ThechildisbornShintO.……they（hometeachingandschool 
training）dobutquickentheethicalsensetransmittedasatrait 
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allcestr【１１.('1）
ハーンI沖'1〕M[の倫｣Ul1については，それがすべてＷ1闇に従うこと〃（tｏｏｂｃｙ
ｔ１ｌｅtra(IitionallilwHo（commune）であり，従って’１不従順〃（(ｌｉＮｏ１〕ey）
は不敬となることを折摘する。
ＴＩ】ceIIlicso［Ｓ１ｌｉｎＩ６ｗｅｒｅａｌｌｉｎｃｌｌｌ(1e(ＩｉｎｃｏＩ１,(ormitytocustolu1・
T1Ietra(IitiolMlIrulcso（t1lehousel1ol(|，（ｈｅｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｌａｗｓｏｆ 
ｔｌ１ｅｃｏｎｌｍｕDｌｅ－ｔｌｌｅｓｅｗｅｒｅｔｈｅｍｏｒａｌｓｏｆＳｈｉｎｔＯ８ｔｏｏｌ)eytllem 
wasreligioIl：ｔｏ（lisol)ｅｙｔ１１ｅｍ，ｉｍｌ)iety.(１２） 
こうして，｛|'(;!:|の''１にこそ神道の倫理のすべてが含まれているため，」|iまれ
た時から１１本人はそのI1iimI1に従って生活しているのである。
それ故，教育にJ:るlIillGの知識の拡大や近代科学の発述によっても，；i1l1jiiは
そのWiﾈ１１の'１１に義ﾘ]・礼節・名分・忠義一業jiiのⅢ1W''１，義]ｌＩ１に対する熱恋と
いったようなｌｉｊＭ的観念を含んでおり，それは]kちがいたく永続するだろうと
次のhllく青う：
Ｃｅｒｌａｉ１ｌｌｙtl1ccxI)al1sioI1oｆｔｈｅｌ)Cl)ｕｌ【lrnlill(Ｉ１ＩＤｒｏｕｇｌｌｃ(IllcKltion，
tlleiIlHue11ceso（，IDO(Iernscience，ＩＵｌｕｓｔｃｏ】ｌｌＩ)ｅｌｍｏ〔Iilic【,ｔｉｏＩ１ｏｒ
ａｌ)all(lｏｌｌｍｅｎｔｏ（ｕIMI】,yancientSIli1llOco1lcel)tioIls；｝〕ｕｔｔｌｌｅｃｔｌＵｉｃｓ
ｏ（ＳＭｎｔＯｗｉⅡsllr《Plyendure、ＦｏｒＳｌ１ｉｎｔ６ｓｉｇｎｉｌｉｅｓｃＩｌａｒａｃｔｃｒｉｎ
ｔｌｌｅｌｌｉｇｌ,(Drsel1Hc,－Courage，collrtesy,Ｉｌｏｎｏｒ，(1,1(lal〕CVC【llltlli11gH，
Ｉｏｙ【,Ity、１１】CHI)iriIo（Ｓｈｉ１１ｔＯｉｓｔｌｌｃｓｌ)iritoＩｌｉｌｉａｌＩ)ｉｅｔｙ，ｔｌＤｃｚｃ料ｔ
ｏ（（ｌｕｔｙ，ｔｌｌｅｒｃＨｌｄｉｎｅＨｓｔｏｓｕｒｒｅｎ(lcrli(ｃ（ｏｒａＩ)rinciI)Iewitl1ollta 
tl1ollgl】ｔｏ（where(or(P.(13〕
こうして，’1木のｉｌｌＩｊｉｉは本来の宗教というより，むしろ|Ikl氏的倫〕ルjii徳iiM
のより強い宗教と;けえられるのである。従って，１１木の氏族には忠雑のため，
｣几長のため，二f１分のためなら，いつどんなl1lj:でもlfl分の一命を柵/l1にする心}ル
えができており，その1跡'1が何の役にもたたなくても，ひとつのJ|(Il1HMな雑務と
;けえられるのである。彼は次のように述べている：
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Ｔｈａｔｒｅａｄｉｎｅｓｓｔｏｓａｃｒｉｆｉｃｃｏｎｅｓｏｗｎｌｉｆｅｆｏｒｌｏｙａｌｔｙ，ssake， ， 
ｆｏｒｔｈｅｓａｋｅｏｆａｓｕｌ〕erior，ｆｏｒｔｈｅｓａｋｅｏｆｈｏｎｏｒ，wllichhas
〔listinguishedtheraceinmo(lerntimes，wouldｓｅｅｍａｌｓｏｔｏｈａｖｅ
ｂｅｅｎａ１１ａｔｉｏｎａｌcharacteristicfromtheearliest】)ｅｒｉｏｄｏｆｉｔｓ
ｉｎ〔1ependentexistence.(L'）
ハーンは，こうした｢|己犠牲の美しさ，ただこれの承が第一義的動機であり，
こういった忠誠観念が国民の一部を形成し，これが正に神道であるとする。
さらにハーソはﾈｌｌｌ道には哲理も，道徳律も，抽象論もないが，他のいかなる
信仰よりも，西洋宗教思想の入りこむのを防ぎ，それ故，西洋の宗教にとって
は最大のライバルであることを発見して言う：
ＳｈｉｎｔＯｈａｓｎｏｐｌ】ilosol〕ｈｙ，ｎｏｃｏｄｅｏｆｅｔｈｉｃｓ，nometal〕hysics；
ａｎｄyet，ｂｙｉｔｓｖｅｒｙｉｍｍａｔｅｒｉａｌｉｔｙ，itcanresisttheinvasionof 
occideｎｔａｌｒｅｌｉｇｉｏｎｓｔｈｏｕｇｌ１ｔａｓｎｏｏｔｌ]erOrientalfaithcan・
ＳｈｉｎｔＯｅｘｔｅｎ〔lsawelcometowesternscience，ｂｕｔｒｅｍａｉｎｓｔｌ】e
irresistibleopponentofWesternreligio1l.('5） 
こうして，１１１１道は国民が諸外国から近代的な多くのものを取りいれることに
熱中しながらも，他方，｜日来のものを放棄するのにブレーキをかけるものとみ
なしたのである。つまり，神道とは平常の状態のときには習俗的であるが，異
教（西洋の宗教）を意識すると活発に反応し，それを＃1'しのけようとする根本
道理をもっているのである。
そして，神道の真実の相は国民の心l背の｢|]にあり，川]ち，日本の国民的心情
の，消えることのない，若さにみちあふれた高まいな感情が宗教的に発現した
ものであるとしたのである。彼は言う：
ＢｕｔｒｅａｌｉｔｙｏｆＳｌ１ｉｎｔ６１ｉｖｅｓｎｏｔｉｎbooks，ｎｏｒｉｎｒｉｔｅｓ，ｎｏｒｉｎ 
ｃｏｍｍａｎｄｍｅｎｔｓ，ｂｕｔｉＩｌｔｌ】enationalheart，ｏｆｗｈｉｃｈｉｔｉｓｔｈｅ
ｈｉｇｈｅｓｔｅｍｏｔｉｏｎａｌｒeligiousexl)ression,ｉｍｍｏｒｔａｌａｎｄｅｖｅｒｙｏｕｎｇ.('6） 
要約すれば，神道とは同氏的感情が紺１１ﾐしたものであり，新が１日をおびやか
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すllli:の防波堤の役'三lなしているのである。そして，新と'11のその11]の'''心１１１に
巾１１)iiをおき，しかｉＭ１ｉに対抗する神道の力を臆ぎのI|をもって災感し，ネ１１〕iiこ
そは'1本人の宗教的Ｍｊ(観念〃の働きをし，｝|本人にとっての普通的朕教なの
である。
（３）神観念
ネlljiiにおいては，すべて死んだ者は神となるというのが荻礎概念であり，ネ|’
)iiでいう「巾'1」とは「｣1位に在る者」「崇高なる渚」「優れた者」などを意味し，
超|:|然力をもった人'''1の霊を意味するのであり，死科は，「｣2位にある力」と
してY(脇するとして次のように述ぺている：
TIlateveryilllI)uｌｓｅｏｒａｃｔｏ（】,Mｌｎｉｓｔｌｕｃｗｏｒｋｏ（ａＲｏ(１，ａ,】(Ｉ
ｔｌＭｌｔｉｌ１１ｔｌＭ９（ICH,（１）)ccolIlego〔1s，ａｒｅｌｌｌｅｌ〕【I:ｉｃｉ(IeHlHo［tluecIlIt.…
｡７） 
､●C 
Ｔ}ｌｅｔｃｒｌＵｌｋａｍｉｓｉｇｌｌｉｌｉｅｓｔｈａｔwl1icllis“alDovc”“sul)erior,'，“ｕｌ)‐ 
lDcrellllllellt'，illtl1enon-religioussellse；ｉｎｔｌｌｅｒｅｌｉｇｉｏｕｓｓｃｌｌｓｃ ｌＤｄＯＢ 
ｉｔsigllilieRalluIIMllusl〕irit｝Ｉａｖｉｎｇｏｌ)tilinc(IslII〕erlMltllrall)ｏｗｅｒ
ｉｌ(tcr（1eat１，．ＴＩｌｅ〔に【,(ｌａｒｅｔｈｅ“l)ｏｗｅｒＨ８ｌ１)ＯＷＤ,'，ｔｌ１ｅ“111)l)croIM1s， ＤＵ 
－ｔｌ】ｅｋａｌｕＩｉ.('８）
そして，あらゆるｸﾋﾞ洲は死後の世界の糸ならず，ｌＷｌｉをも文ﾊﾟdし，人'''1の思
想行為に感化を与え，さらに'二1然界に１１)影稗を及ぼし，このlLに'11躯つづけて
この１１kと関係を保っていることに特徴があるとして次のように述べている：
ＡＩＩｔｌｌｅ【lcil(１still（1ｗｅｌｌｉｎｔｌｌｅｗｏｒｌ(１；１，(Ｉｒｕｌｅｉｔ；iluⅡｕｅＩｌｃｉＩｌｇ
ｎｏｔｏｎｌｙｔＩｗｔｌｌｏｕｇｌｌｔｓａｎｄａｃｔＮｏ（，】】〔p,〕’１),ＩｔｔｌＤｅｃｏ１,〔Iitions。（
ｎａｔｕｒｅ.（】9）
Ｔｈｅｙ（tl1ccllrlyJill)anese）tllouglIto（ｔ１〕eir（Iea(１（,ｓｓｔｉｌｌｉｎ
ｌＭｌ１)itiIlgtl1isworl(１，oractatleastHlsIIMIilltｍｉｎｉｎｇｗｉｔｌｌｉｔ８ｌ 
ＣＯｎＳｔａｎｔＣＯｍｍＵｎｉ(MltiOn.(20） 
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つまり，神はこの世に日に兇えない力としてｲＭ身し，生きている者と何じょ
うにこの世に住糸，われわれの１１'ｉｉＩ生活を支配しているのである。
ハーソは神の道徳的性格については，それを二櫛賦に分けて神道ではよい神
とわるい神とが存在し，両者は人/1『から何じょうに尊ばれ，善悪による選択は
なされないのである。この事尖は神〕iiがある点においては最も合理的な宗教で
あると彼は言う：
Ｔｈｅｍｏ〔lernethicalol〕jcctioIltoSlliIlt()ｉｓｔｌｌａｔｌ)otllgoo〔｜ａｎ(Ｉ
ｅｖｉｌｋａｍｉａｒｅｔｏｂｅｒｅｓＩ)ccte(1.(２１） 
ＮｏｗＳＩ１ｉｎｔＯｉｓｏｆａｌｌｒｅｌｉｇｉｏｕｓｔｌｌｅｍｏｓｔｌ１ａｔｕｒａｌ，ａｎ〔ltlIereIore
illCertainreSl)eCtStllemOStratiO1Mll.(22） 
次に，ハーンは巾|'〕iiIの祖先祭111に関して社会学的考察をなし，それが埋葬の
儀式から発達したものであり，神)iiの一般崇111の初｣91の形式は，いっそう１１｢く，
氏族（神）崇拝から発迷したものであるとして次のように述べている：
ＡｎｄｔｌｌｅｒｅｉＢｒｅａｓｏｌ１ｔｏｌ)clievet1MItllle⑪【,rｌｙＩｏｒｌＩ１ｓｏ（Sl1intO
l)ublicworslIiI）ｍａｙｌＭｗｅｌ)ccllevolve(ｌｏｌＩｔｏ（ａｙｃｔｏｌ(ｌｅｒ（amily 
worship.(23） 
’１本人に於ては人が死ぬとそのﾀﾋﾞ識はill懇になり，さらに浄化さ;}Lてill先神
になる。これは１１本人の死後のllWlLilMは仏教のそれではなくて神道の考えﾌﾟﾉに
よるのである。
そして，その']本の祖先崇拝は過去2000イドの'''1に幾多の変化をとげたけれど
も，その変化は人'''1の行為ということにＩ)Uして〈ｌＷ１〔を変えるようなことはしな
かったとして次のように述べている：
ThoughJal〕aneseancestor-worshiI）IMlsulldergonemaI1ymodi‐
ｎｃａｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅｌ)asttwotllousal1dyears，ｔ１ｌｅｓｅｍｏｄｉｌｉｃａｔｉｏｎｓｈａｖｅ 
ｎｏｔｔｒans(orｍｅ(Iitsessel1tialcl】ａｒａｃｔｃｒｉｌｌｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｃｏｎ(1uct.(2`）
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さらに，ハーソが神道のもつ道徳的lili操に深い感銘を受け，わけても最高の
ものが過去に対する忠実な感謝の念であり，しかも，日本では死者に対する感
情はどこまでも感謝と尊敬の愛ｉｉｌｊであり，それは国民生活を形成し，孝道も家
族愛も忠義の念もそれに韮づいていることであるとしてハーソは次のように述
べている：
Foremostamongtl1emoralsentimeｎｔｓｏｆＳｈｉｎｔＯｉｓｔｈａｔｏｆｌｏｖｉｎｇ 
ｇｒａｔitu〔ｌｅｔｏｔｈｅｐａｓｔ,－ａｓｅｎｔｉｍｅＩｌｔ１１ａｖｉｎｇｎｏｒｅａｌｃｏrresl)o】udence
i1lol1rownemotionallife.(26） 
ＩｎＪａｐａｎｔｈｅｆｅｅｌｉｎｇｔｏｗａｒｄｔｈｅｄｅａｄisutterlydiI(erent、Ｉｔ
ｉｓａｆｅｅｌｉｎｇｏｆｇｒａｔｅｆｕｌａｎ(lrevereD1tiallove、Ｉｔｉｓｌ)roba1〕ｌｙｔｌｌｅ
ｍｏｓｔｌ〕rofoundan〔１１)ower(uｌｏ（tlIeemotionsoftherace,－tl1at
w1Iichesl)eciallydirectsnationalli[ｅａｎ〔lshapesnationalcl1aracter・
Patriotismbelongstoit、Filiall)ietydependsul〕ｏｎｉｔ、Ｆａｍｉｌｙ
ｌｏｖｅｉｓｒｏｏｔｅｄｉｎｉｔ・Loyaltyisbase(ｌｕｐｏｎｉｔ.(2`）
こうして，ハーンは祖先崇拝というものが'1本の「国民宗教」の'''心にある
と見なし，従って日本の社会では，ほとんどすべてのことがこの祖先崇拝から
おこり，死者が国民の指導者であるとして次のように述べている：
AlmosteverytllinginJal)anesesociety，deriveｓ〔Iirectlyorin‐
directlyfromthisancestor-cult.……inallmatterstI1edea(１，ｒａｔｈｅｒ 
ｔｌ１ａｎｔｈｅｌｉｖｉｎｇ，ｈａｖｅｂｅｅｎｔｌ】ｅｒｕｌｅｒｓｏｆｔｌ１ｅｎａｔｉｏｎａｌａｎ〔Ｉｔ１ｌｅ
ｓｈａｌ〕ersofitsdestinies.(27）
特筆すぺきば，ハーンが日本の社会では「死者支配の思想」が強いというこ
とを認識したことであり，１１本の倫〕１１１体系がⅥ死者の力〃に由来し，献身と愛
国に身を委ねるといったようなものすべてがそこから生まれでているとして次
のように述べている：
ｌｔｉｓｕｎｑｕｅｓｔｉｏｎａｂｌｙｔｒｕｅｔｌＩｅｗｈolesystemofFar-Easterncthics 
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(lerives（rｏｍｔｈｅｒｅｌｉｇｉｏ１１ｏftlleholIselIol〔１．Ｂｙａｉｄｏ（ｔＩｌａｔｃｕｌｔ
ｌＭｗｅｂｅｅｎｅｖｏｌｖｅｄａｌｌｉ(Ieaso〔ｄｕｔｙｔｏｔ１】ｅｌｉｖｉｌ１ｇａｓｗｅｌｌａｓｔｏ
ｔｌｌｃｄｅａｄ,－tｈｅｓｅｌｌｔｉｍｅｎｔｏ（reverence，ｌｈｅｓｅｌ１ｔｉｍｅｎｔｏｆｌｏｙａｌｔｙ， 
tl1esl)irito（selfsacrilice，ａｎｄｔｌ】ｅｓｌ)irito（１）atriotism.(２５）
１１１先崇拝は必然的に*〕iiとirI緋するが，彼はその'Ｍ１のｌＩｌｉ移を次のように述べ
ている：
Filiall)ietyinJal)all（IocsllotmeaI1olllytlle（Iｕｔｙｏ（cllildren 
tol)ａｒｅｎｔｓａｎｄｇｒａｌ１(１１)are1lls；ｉｔｓｅｅｍｓｓｌｉｌｌｍｏｒｃ，tlIecultoftlle 
allcestors，thegratitu〔1ｅｏ（ｔｈｅl)resenttotllelDast，ａｎｄｔｈｅｃｏｎｄｕｃｔ
ｏＩｔｌｌｅｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｉｌｌｒｃｌＨｌｔｉｏｎｔｏｔｈｅｅｌｌｔｉｒｅ｝ｌｏｕｓｅｌｌｏｌ(１．(2)） 
このように，’１本の国の＊jiiとは子供が両親に対してつくす義務だけの範ＭＩＩ
に|災ら;}しることはなく，死身片に対しても尊敬，感謝の念をもってつくすことを
蔵ＵＩＬ，ネ'1先との強いつながりをもっていることを怠り{tするのである。
そして，一家の繁栄を保つためには，孝道を守っていくことだと考え，その
拳〕iiは家庭の行ないに関する伝統的な規律を守ることであり，子供のlWiから孝
道の〕ill守を強制されているのであるとして次のように述べている：
Ｔ１１ｅｌ)rosl)erityo［ｔｌｌｅｆａｍｉｌｙ〔leI)e､〔１s，ｉｔｉｓＩＩｌｏｕｇｈｔ，ｕＩ〕ｏｎｔｌｌ(p
ol)scrvanceo（ｌｌｌｉａｌＩＤｉｃｔｙ，ｗｌ〕ｉｃｈｉｓｉ(IcIltilie(IwitI1obe(Iienceto
tlletraditionalruleso（I1ouseIloldcoI,(Ｉｕｃｔ.(３０） 
Ｆｉｒｓｔｏｆａｌｌ，ｂｅｉｔｏｌ〕Serve(ＩｔｌＩａｔｔｌ１ｃｃｏｍｍｌｌｌＭｌｌｗｉｌlreinforceH
tllewilloｆｔｌ１ｅｌｌｏｌｌｓｅＩｌｏｌ(１，（ＰｏｌｕｌＩ)ｅｌｓｔｌｌｅｏｌ)ｓｃｒｖａｌ,(,ｃｏｆｎｌｉａｌＩ〕ｉｅｔｙ.(３１）
さらに，日木の家族制度について，I1IIi親，ＦＩＩｊ親のⅢ1族があり，さらに，
母とその1,1縁者，凶祖父1ﾘ，死んだ人達がおり，一価の大家族を形成し，
が危うくなると|ＴＩ民全体が一家族になるとして次のように述べている：
iIl父
国家
ＴｈｅＯｒｉｃｎｔｉａｌＩａｌｎｉｌｙｍｃａｌｌｓｎｏｔｏＩｌ１ｙｌ)ａｒｅｌｌＩＨａｎｄｔｌｌｅｉｒｋｉｎｄｒ(､(1， 
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butgran(１１)arentsandtheirkindre(I，ａｎ(Igreat-grandl〕arents，ａｎ〔ｌ
ａｌｌｔｈｅｄｅａ〔ｌｂｅｈｉｎｄｔｌｌｅｍ・TIlisideaofthefamilycultivates
symPatheticrepresentationtosuclladegreethattllerangeof 
tl】ｅｅｍｏｔｉｏｌｌｂｅｌｏｎｇｉ】1gtosuchrepresentationmayextend……
even，ｉｎＩｉｎｕｅｏ（IMltio1MllperiltotI1ewlloleIlatioI1asonegreat＿ 
family.(32） 
これを証拠だてるかのようにⅢ中根千枝氏は『家族を｢''心とした人間関係』
の''１で「日本では，長男は家に残り，Ｍｌｌｌ者を迎え，二男，三男は生家を出る。
女子は男キョウダイがいないぱあいは，家に残り，そこに配偶者を迎える。こ
のロ木の方法は，決して普遍的なものでなく，社会人瓶学的に見ると，多くの
方法の一つにすぎません｡｣(33)と指摘している。以上のように述べておられる
が，これによって家の永続ということをいかに日本はJR祝しているかというこ
とがわかるのである。
それ故，孝道の最高の義務は家の祭りを絶やさぬことであり，独身が一般に
禁じられていたのもそのためだとしてハーンは次のように述べている：
Ｔｈｅｌ〕aｒａｍｏｕｎｔｄｕｔｙｏｆｌｉｌｉａｌｌ)iety……ｗａｓｔｏＩ)rovi〔Ｉｅｆｏｒｔ}De
I〕erpetuationoftllelamily，ｃｕｌｔ；ａｎｄｃｅｌｉｌ〕acywastherefore
generallyforbi〔ldeIl.(3ｲ）
１１本の家においては，家族の中で生者と死者が共存し，持ちつ持たれつの関
係を維持しており，家族の繁栄は祖先の祭りを絶やすことのないようにするこ
とであり，これを永続させるためには，家族（子孫）が必要なのである。言い
かえれば，家とは祖先崇拝，つまり祖先祭祀の場所であり，家の永続を絶やし
てしまうことは１１１先祭祀を絶やしてしまうことになるのである。
（４）神道理論の展開
ハーソは民族宗教のもつ根強さを肢も敬愛しているハーパート・スペンサー
のことばをﾘ|川して次のように述べている：
Herl〕ertSl)ｅｎｃｅｒｈａｓｓｈｏｗｎｔ１Ｍｌｔｔｈｅｇｒｅａｔｖａlｕｅｔｏｓｏｃｉｅｔｙｏ（
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ecclesi(,sticalillsstitlltioIl；ＩｉｖｅｓｉＩｌｔｌＩｅｉｒｐｏｗｃｒｔｏｇｉｖｅcolIesiol1to 
tI1emass,－ｔｏｔｌｌｅｓｔｒｃｌ１ＩＨＩ１ｌｅｎｒｕｌｅｌ)ｙｅｌｌ(orciIlgo1)e(Ｉｉｅｎｃｅｔｏ 
ｃｕｓｔｏｍ，ａｎ(１１)ｙｏＩ)I)osi11gin1lov【ｌｔｉｏｎｓｌｉｋｅｌｙｔｏｓｕｌ)I)ｌｙａｎ〔lelement
o（〔IisintegratioIu、InotlIerwor(1s，ｔｌｌｃｖａｌｌｌｅｏ（ａreligion，from
tllesociologicalstan(１１)oiI1t，Iiesi1uitsconservatism.(35） 
このように，宗教とは災川を分散させないようにする刀をもっており，その
(llli値は保守精神にあると言っている。要するに，宗教とは統率力と指導力をも
っているのである。
そして，神道には輪廻の教というものがなく，死者の霊は|]に見えないlL1然
の力とどこかで交流し，｜:I然の力によって動かされつつ，この'止に存在をつづ
けているのであるとして次のように述べている：
ＷｅｍｕｓｔｒｅｍｃｌＩｕ１)ｅｒｔｌＭｌｔｉｎＳｌＩｉｎｔＯｔｌ１ｅｒｅｗａｓｎｏｄｏｃｔｒｉｎｅｏ（ 
mcteml)sychosis・ＡｓｌｌＭｗｅｓａｉ（１）)e(OIC，ｔｌＤｅｓＩ〕iritso（ｔｌ１ｅ（lea(１，
accordingtoancientJal)ancsetlIinl《ing，colltiIlue(Ｉｔｏｅｘｉｓｔｉｎｔｌｌｅ
ｗｏｒｌ(1：ｔｌｌｅｙｍｉｎｇｌｃ(Isolu1cllowwitl1tl1eviewlessforceso（nat11re， 
51】1(lactedtllrollgl】ｔｌｌｅｍ.(0`）
それが大宗教のもってい
少しも見劣りはしないと
さらに，ネ'1〕iiの教義は近(い:}学とくらべてゑても，
る真理の要素とlii1じぐらいの深いものをもっており，
して次のように述べている：
Ｉ《eallytlledoctorilleso［ＳｌｌｉｎｔＯｉｌｒｃＩｌｏｔｉｌ１ｔｌｌｅｌeast（1egree
moreirrcconcilablewitllmo〔1eｒｎｓｃｉｅｎｃｅｔｌＩａｎａｒｅｔｈｅ（1octorines
o（Ortl1odoxC11ristianity.(３，） 
－－alMIlogieswllicl】Ｉ)ｒｏｖｃＳｌｌｉｎｔＯＩｏｃｏＩ１ｔａｉｎａｎｅｌｅｍｅ、ｔｏＩ
ｔｒｕｔｌｌａｓｌ〕rofoun(ＩａｓａＩ１ｙｓｉｎｇｌｅｅｌｅｍｅＩｌｔｏ（ｔｒｕｔＩｌｉｌｌａｕｌｙｏ（t11e
world'sgreatreligioI1s.(38） 
神道はやがてｉ11国愛や文ujjを左右する宗教としての屈性を持つに至るが，そ
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Ｊ１Ｌについて次のように述べている
ShintO，ａｓａｒｅｌｉｇｉｏｎｏ(1)atriotism，ｉｓａforcethatsllouldsuHice， 
ifpermittedfair-I)lay，ｔｏａ[(ｅｃｔｎｏｔｏｎｌｙｔｌｌｅ〔Ｉｅｓｔｉｎｅｓｏｆｔｈｅｗｈｏｌｅ
ＦａｒＥａｓｔ，ｌ)uttheIutllreofcivilization.(39〕
ハーンは史に神道の自己防衛手段，影鞠刀について，それが自分の競争相手
を打ち倒したばかりではなく，外国の支門dから国を守り，民族感lilj，義務感，
愛国心，忠義の熱情に訴え為いっさいの伝統を代表するものとして今でも大き
な力を持っているものとして言う：
Sl1i1ltOremaine(ＩＨｌＩＩｔｌ１ｅｗｌｌｉｌｅｓｏｖｅｒｙｍｕｃｌｌａｌｉｖｅｔｌＭ１ｔｉｔｗａｓ 
ａｌ〕ｌｅｎｏｔｏｎｌｙｔｏ〔Iisl)ossessitsl･ｉｖａｌａｔｌａｓｔ，｝)ｕｔｔｏｓａｖｅｔｌｌｅｃｏｕｎｔｒｙ
Ｏ（４０》fromforeigndomiIMlI1on． 
Ｂｕｔａｓｒｃｌ)resenti1IRalltl1osetraditionswllicllal)l〕ealtorace‐
feeling，ｔｏｔｌｌｅｓｅｎｔｉｍｃＩｌｔｏｆｄｕｔｙ，ｔｏｔ１１ｅｌ〕ａｓｓｉｏｎｏｆｌｏｙａｌｔｙ，ａｎ(I
ｔｈｅｌｏｖｅｏ（ｃｏｕｎｔｒｙ，ｉｔｙｅｔｒｅｍａｉｌ１ｓａｎｉｍｍｅｎｓｅｆｏｒｃｅ，ａｐｏｗｅｒ 
ｔｏｗｈｉｃｌ１ａｌ)l)ｅａｌｗｉｌｌｎｏｔｂｅｖａｉｎｌｙｍａ(Ｉｅｉｎａｎｏｔｌ】ｅｒｈｏｕｒｏｆ
ｎａｔｉｏｎａｌｌ〕eril.(41）
そして，二１１F尖，それは鮒くばかりの忍iiil心，正直，親切，勇気，温和，柔順
なIIil民性をはぐくゑ，それらが過去幾１１１:紀かの間，股も高度な｢１本の文化全休
をすっぽり包永こんできたと彼は言う：
Andtllisdiscil〕li1Ie1ladactu(lIlybroughtintoexiste】ｌｃｅａｗｏｎ‐
(Ierful【ｗｅｒａｇｅｏｆｃ此Iracter,－acl1aracterofsurprisingl)atience，
unsel6slllless，honesty，kindliness，anddocilitycombine(Ｉｗｉｔｈｈｉｇ１】
Ｃｏｕｒａｇｅ.(U2） 
Ｅｖｅｌｌｔｈｕｓｈａｖｅｃｅ１ｌｔｕｒｉｅｓｏ（tlIel1igl1estsocialculturewrapped 
theJal)anesCcharactcraboutwitllmanyl)ricelesssoftcoverings 
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ofcourtesy，ofdelicacy，ofpatience，ｏｆsweetness，ofmoral 
sentiment.(43） 
従って，日本は西洋流の衣服や，西洋の幕し方，述築，宗教などを単に模倣
せず近代西洋思想の導入にもかかわらず，今なお背と変らぬ東洋的精神を維持
しているとして次のように述ぺている：
Ｂｕｔｓｈｅ（Jal)an）llasnotadoptedWestern〔Iress,Westernhabits
oflife，Westernarcllitecture，orWesternreligio11.（“） 
Ｓ})ｅ（Japan）remainsjustasOrientaltodayasshｅｗａｓａ 
ｔｈｕｓａｎｄｙｅａｒｓａｇｏ.(95） 
ハーソは更に神道の驚くぺき生命力に関して，それが記録にもないような大
昔から長い発展の道のりをへて，一つの心情の宗教となり，その倫理的精神は
|]本人の深く，且つ，優れた感情と合一しているとして次のように述べてい
る：
ThismarvelousvitalityofShintOiｓｄｕｅｔｏｔｌＩｅｆａｃｔｔｈａｔｉｎ 
ｔＩ１ｅｃｏｕrｓｅｏｆｉｔｓｌｏｎｇ（1eveloI)ｍｅｎｔｏｕｔｏ（unrecordedbeginnings， 
ｉｔＩ〕ｅｃａｍｅａｔａｖｅｒｙａｎｃｉｅｎｔｅｐｏｃｈ，ａｎ(Ibelowthesurfacestill
remains，ａｒｅｌｉｇｉｏｎｏｆｔｈｅｈｅａｒｔ.(`6） 
かくして，日本の将来は11｢米の死者の宗教から生まれたこの宗教の維持にか
かっているとして次のように述べている：
ThefutureofJaI)anmustdependupontl1emaintenanceofthis 
newreligionofloyalty，evolved，ｔｌ１ｒｏｕｇｈｔｈｅｏｌｄ，fromtheancient 
religionofthedea。.(47）
西洋の近代的個人主義に較べ，日本人に比較的に利己的な個人崇拝が少なく，
献身と奉公が自国の独立を保持する上にこの上なく貢献したことは神道に多く
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を負うているとして次のように述ぺていあ
Ｔ１ｌｅｒｅｌａｔｉｗＰ（１１)sells⑩（ronltl1e1MltiolMlIcharacteｒｏ（egotistical 
iI1divi(ＩｕａｌｉｓｍｌＭｌｓｌ)ｅｅｌ１ｔＩＩｅｓａｖｉｎＲｏ［allempire；IIasenable(ｌａ 
ｇｒｅａｔｌ)ｅｏｐｌｅｔｏＩ)reserveitsil1(ICI)eIl(1ｅｎｃｅａｇａｉｎｓｔｌ)ro〔ligiouso〔1(1s、
Where(oreJaI);ｌｌｌｍａｙｗ(､Ⅱｌ)clHrateIulto11ertwogreatreligions， 
tllecrcatorsan〔ltl】Ｃｌ)rcscrvcsoＩ１１ｃｒｍｏｒａｌｌ〕ower.(`8）
このように，神遊はＩＨＩ本人の深い嘘Ｉｉ１ｉと一体になっており，一種のⅥ和の世
ｿ,L'’（大和魂のＩｌＬｙ,L）を形成し，１１本人の行動，思想，「1常４k活にいたるあら
())る側面を今１１まで紙l､｝するﾉjとしてｲＭ;しているのである。
Ⅳおわりに
Ｉﾘ}拾維新以来，宿|郵強兵三|猟の政箙を表iiiiにだして前進した'１本は，｜ﾘlih20
ｲ|§代になってようやく，これまでのi)liljk1I1心主義の政莱に反対するナシ:Iナリ
ズムの風潮を強め，やがて，jlFlK脳波の充ｲijと共に，教育勅語がだされたので
ある。そして，このlWjUlに来Ⅱしたハーソは，Ｈ木で生活するにつれて，これ
までのﾀﾄ１１１人のように÷Mf作'''心の研究ではなくて，体験を通じて観察した結果，
神逝とは哲理や道徳↑'1やhl1蚊論もないが，その教義は大宗教のもっている真理
に１J劣りすることもなく，この１１ｹ代において，力'1逆は他のいかなる信仰よりも，
所が旧をおびやかすときには１，W苑に磯(化し，ｉｌｌｉ沖の示教が日本に入りこむのを
防ぎ，｜]木囚民のIIIiﾈlII1MIi・感liIi4li活のよりどころとなっており，国民の行動
の動機，指導力ともなっていることを深く認識したのである。
さらに，神道のill先染ｌ１ｉについては，ネ|:全学的に考察した結果，ｌ÷1本の↑１１先
州１１は過去においては変化はあったけれども，それが人間の行為を変えてしま
うというようなことはなく，死洲に対する悠情は感謝と尊敬の念であるとし，
この祖先祭}１２（死者崇拝）から＊jii，忠維，忠誠，献身，愛国といったような
ものが生まれてくるとしているのである。そして，死者は死後においても，イヒ
巻と|可暦して，生者を支配し，IF11bの指源者であると象なしているのである。
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